電気化学的呼吸量測定による豚胚の客観的評価と胚移植による種豚生産システムの開発に関する研究 by Sakagami, Nobutada






















































透明帯脱出率（輸送区 57.9%、非輸送区 47.5%）が確認された。 
最後に、呼吸量を利用した種豚生産システムを検討した。D5胚を、経産豚 11頭に非外科的に移植し
たところ、平均呼吸量が 0.59より低い胚を移植した 4頭の受胚豚では受胎が確認されなかったが、呼吸














呼吸量と相関があることを明らかにした。次に、疾病伝搬リスクの低いMicro Volume Air Cooling 
(MVAC)法によるガラス化保存法を用いて超低温保存受精卵のその後の発生能の評価についても、超低温
保存後の受精卵の呼吸量がその後の発生能を十分推定できることを明らかにすることで、超低温保存胚
の移植手法を確立した。また、生産現場へ受精卵を輸送するための輸送方法を検討するために、振動と
試作輸送器を用いて炭酸ガス濃度調整の影響を調べ、輸送時に炭酸ガス濃度を調整することで非輸送受
精卵と同様の生存率と初期発生能を確認した。最後にこれらの技術を組み合わせることで、超低温保存
後に加温受精卵を輸送した受精卵を移植後に受胎例を得ることに成功した。 
 以上の知見は、実用的かつ効率的なブタの受精卵移植技術として、さらにそれに係わる基礎資料とし
て、高く評価できる。また、本提出論文が明らかにした知見は、人類にとって重要な肉資源の一つであ
るブタの改良増殖効率の改善に役立ち、産業上も極めて意義深いものである。これらの成果は、養豚現
場での暑熱期受胎率向上ツールとして活用が期待されるだけでなく、この非破壊的品質評価法は、ヒ
トを含む様々な哺乳動物受精卵の品質評価での活用が可能である。 
 以上のことから、本学位審査委員会は、これらの成果をまとめた本論文の内容および参考文献を総合
的に審査し、本論文は、博士（農学）の学位に値すると判断した。 
